











































































































































































































































































































































































⑷ 新田和宏「ワークショップという熟議民主主義―「日本型熟議民主主義」の可能性―」『Memoirs of the
 
School of Biology-Oriented Science and Technology of Kinki University』17,51-62頁
⑸ 藤垣裕子『専門知と公共性 科学技術社会論の構築へ向けて』東京大学出版会，2003年
⑹ キャス・サンスティーン著石川幸憲訳『インターネットは民主主義の敵か』毎日新聞社，2003年，85-97頁。









? 例えば，Antony S.Cheng,Janet D.Fiero“Collaborative Learning and the Public’s Stewardship of its
 
forest”,in:The deliberative democracy handbook:strategies for eﬀective civic engagement in the twenty-
ﬁrst century, San Francisco, 2005, p.164-173.
? 例えば梅田望夫『ウェブ進化論 ： 本当の大変化はこれから始まる』ちくま書房，2005年。















? 菅谷明子『未来をつくる図書館 ： ニューヨークからの報告』岩波書店，2003年，190-191頁。
? ここでいう「文化的多元主義」とは，共通の規範と一定の能力(この場合はアメリカ的規範と英語能力や情
報リテラシー)を共有した上で多文化の共存を目指す立場であり，共通の規範そのものを相対化し，諸文化の
絶対的な価値を認めようとする「多文化主義」とは一線を画す。
? 菅谷前掲著，136-138頁。
? 同上，201頁。
? 同上，188-191頁。
? 同上，141-147頁。
? M.H.ハリス著；根本彰訳『図書館の社会理論』青弓社，1991年。
? 吉田右子『メディアとしての図書館：アメリカ公共図書館論の展開』日本図書館協会，2004年，325-339頁。
? A．ブラック，D．マディソン著；根本彰，三浦太郎訳『コミュニティのための図書館』東京大学出版会，2004
年。
? 鹿島みづき，山口純代，小嶋智美著；愛知淑徳大学図書館インターネット情報資源担当編『パスファイン
ダ ・ーLCSH・メタデータの理解と実践：図書館員のための主題検索ツール作成ガイド』紀伊国屋書店，2005
年。
? 同上，3頁。
? 同上，41頁。
? 同上，19頁。
? 杉本重雄「メタデータの基礎概念とモデル」日本図書館情報学会研究委員会編『図書館目録とメタデータ：
情報の組織化における新たな可能性』勉誠出版，2004年所収。
? 宇陀則彦，永森光晴「目録とメタデータに対するXMLの利用」，同上。
? 鹿島他著前掲著，92頁。
? 同上，63-78頁。
? 慶應義塾大学学術情報リポジトリ（KOARA）http://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/news/
138 「討論参加のための情報化」に向けた学術情報アーキテクチャの可能性
